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新しい教育が始まります名護特別支援学校第21代校長として、４月１日付で赴任

してきました岡越猛（おかごしたけし）です。 令和４年度、本校は沖縄県教育委

本校が所在する地名から校長便りのタイトルを取りまし 員会教育課程研究校としての指定を

た。昭和51年開校の長い歴史を持つ本校の教育についての 受けることになりました。

情報発信していきます。 2030年以降の新しい時代を見据え

本校の教育理念「なかよく げんきに ほがらかに」を た新たな学校教育としての「令和の

職員が一丸となって児童生徒の成長を、保護者とともに喜 日本型教育」の在り方や、平成29年

びにつなげられるよう努めてまいります。 に改訂された学習指導要領に基づい

た、これまでの特別支援学校におけ

る「生活中心」の教育から大幅な改

革を受け 「教科等を中心」とし知☆令和４年度スタート☆ 、

各教４月７日(木)に 本校の就任式及び始業式がありました 的に障害のある子においても、、 。

科等で示された目標や内容の履修及今年度も、コロナ感染症の影響下にあり、全体が集合して

び習得を目的とした教育の在り方にの式ができませんでした。(各学部で実施)

本校には、３５名の新職員と、小学部に４名の転入生が となります。ついての実践的な研究

います。３週間が経ち子どもたちは、既に学校にも慣れ元 既に実践されている部分もありま

幼・小学部でのＴＰＯに気に活動していることに大きな期待が膨らみます。 す。それは、

また、始業式での高等部生徒代表の挨拶は、物怖じする を送ることで応じた服装で学校生活

ことなくとても立派な発表であり、感動を覚えました。 す。これまで、特別支援学校では、

体育着や作業着で学校生活の大半を

過ごすことが多かったのですが、社

会生活や家庭生活等につながらない☆令和４年度入学式☆

４月１１日(月)に中･高等部の入学式が挙行され、中学 との意見も多くありました。

部には１５名、高等部には２５名の新入生が本校における 着替えは、日常生活に必要な要素

学校生活をスタートしました。 ですが、教育のほんの一部分です。

幼・小学部は、職員のコロナ感染症の感染拡大により忸 子どもの学びは多種多様で各教科で

怩たる思いで、入学式を４月１５日（金）に延期せざるを 整理されています。本年度の本校の

得ませんでした。入園・入学を心待ちにしていた、保護者 新しい教育(挑戦)にご期待下さい。

は元より子どもたちには、本当に申し訳ない想いでいっぱ 難しい話になりました、用語等や

いです。幼・小の新入生は、保護者とともに式に参加し、 新しい資質･能力等については裏面

一人一人を呼名して、入学を祝えたことは校長としてだけ を参照下さい。また、教育改革にご

ではなく、教員生活としても強い記憶として残ります。 理解とご協力をお願いします。



【日本の教育の形】

教育基本法（家庭教育）第十条

父母その他の保護者は、子の教育に

ついて もので第一義的責任を有する

あって、生活のために必要な習慣を

身に付けさせるとともに、自立心を

育成し、心身の調和のとれた発達を

図るよう努めるものとする。とあり

ますが、子どもの教育は個人競技で

、 。はなく 団体競技とよく言われます

家庭と学校が協力連携すですから、

です。ることが重要

【学習指導要領って？ 】

」を育成するために示さ「生きる力

れた、全国どこの学校でも一定の教

育水準が保てるよう、文科省が定め

ている教育課程(カリキュラム)の基

。 、準です およそ10年に一度改訂され

これを基に子どもたちの教科書や時

間割が作成されます。ここで、注意

するのは教育内容であって、行政サ

ービスの部分ではないことです。

【教育課程(カリキュラム)って？】

学校教育の目的や目標を達成する

ために、教育内容を子どもの生活年

齢や心身の発達に応じ、授業時数と

の関連において総合的に組織した学

校の教育計画。特別支援学校の場合

は、これに支援計画・個別の指導計

画等も含める。

左図の指導の3観点（3つの資質･能

力）による指導計画と学習評価が今

回の、学習指導要領から求められて

※従来の特別支援学校の生活中心の教育にはなかった、各教科 通知表等おり、沖縄県においても、

するこ等を中心とした教育への転換により、従来の「日常生活の指導」や の学習評価をこの3観点で評価

ととなっています。「作業学習」等が本校の時間割や教育計画から無くなる予定で

す。 だから、体育着で学校生活することがなくなります。


